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遺跡は、大きく蛇行して流れる

右岸の自
しぜんていぼう

然堤防上に立地しています。平

成 3年 (1991) の調査では、室町時代（15

世紀頃）の墓が確認されています（裏面）。

　令和 4年度 (2022) は、道路改良事業（津

島稲沢線）にともない 560 ㎡の面積の調

査を行いました。

　今回の調査地点の標高は約 2.3m です。

現代に近い新しい時期のものも含める

と、方形や円形の土
ど こ う

坑や溝など合計 23

基の遺
い こ う

構が見つかり、現代の大畦
あぜ

付近か

ら鎌倉〜室町時代の山
やまじゃわん

茶碗、戦国時代の

瀬
せ と み の

戸美濃窯
よう

産陶器、江戸時代の擂
すりばち

鉢や

染
そめつけ

付の破片が出土しました。

　住居や井戸などの生活のあとは認めら

れず、今回の調査地点は遺跡の西限のあ

たりと考えられます。
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　上の図の遺跡分布でみても、船橋宮裏遺

跡は右岸域の自然堤防上の遺跡群のうちで

も西端に位置することがわかります。

　さて、平成 3 年の調査地点では、数多

くの方形や円形の土坑とともに５基の

が見つかったことで、墓（墓
ぼ い き

域）

であることがわかりました。そのうちの一

つ (SX02) は長さ 75cm、幅 48cm の規模を

もつ楕
だえんけい

円形の凹
くぼ

みで、側面には斜めに打ち

込まれたような棒状の孔
あな

がいくつか認めら

れました。この SX02 には と ・ 、

土
は じ き ざ ら

師器皿３点が含まれていました。骨の部

位を調べると、少なくとも 2 人分が混じる

ことがわかり、ここでは 1 人づつ、２回以

上の火葬が行われたと考えられます。
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